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波
戸
岡
　
　
　
旭

　
　
　

一
、
前　

言

　

菅
原
道
真
は
、
仁
和
二
年
（
八
八
五
）
四
十
二
歳
の
時
、
文
章
博
士
か
ら
讃
岐
守
と
な
っ
た
。
道
真
は
こ
の
任
官
を
左
遷
同
然
と
受
け
と
め
て
我
が
身
の
不

遇
を
託
ち
、
胸
中
悲
嘆
し
続
け
、
任
国
讃
岐
に
お
い
て
旅
愁
・
孤
愁
・
懐
郷
の
悲
哀
を
多
く
詩
に
詠
み
も
し
た
が
、
む
ろ
ん
、
在
任
中
、
国
司
の
職
務
に
精
励

努
力
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
政
務
精
励
の
事
跡
を
物
語
る
直
接
の
史
料
な
ど
の
手
が
か
り
は
現
存
し
な
い
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば

（221）

「
路
遇
白
頭
翁
」
の
掉
尾
「
欲
学
奔
波
身
最
嬾　

将
随
臥
聴
年
未
衰　

自
余
政
理
難
無
変　

奔
波
之
間
我
詠
詩
（
奔
波
を
学
ば
ん
と
欲
す
る
も
身
最
も
嬾
く　

将
に
臥
聴
に
随
は
ん
と
す
る
も
年
未
だ
衰
へ
ず　

自
余
政
理
変
無
き
こ
と
難
し　

奔
波
の
間
我
詩
を
詠
ま
ん
）」
に
見
ら
れ
る
が
ご
と
き
、
道
真
の
慨
嘆
ぶ
り

や
謙
遜
的
表
現
を
そ
の
ま
ま
に
解
釈
し
て
、
道
真
の
任
務
遂
行
が
真
面
目
で
は
あ
っ
て
も
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
と
の
見
方
を
す
る
歴
史
家
も
少
な
く
な
い
よ

　

菅
原
道
真
は
、
仁
和
二
年
、
四
十
二
歳
の
時
、
文
章
博
士
か
ら
讃
岐
守

と
な
っ
た
。
道
真
は
、
こ
れ
を
左
遷
同
然
と
受
け
止
め
て
不
遇
を
託
ち
、

悲
嘆
し
た
。
し
か
し
、
任
国
に
お
い
て
は
、
国
司
の
職
務
に
精
励
努
力
し

た
。
そ
れ
は
、
讃
岐
で
の
詩
（「
讃
州
客
中
詩
」）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と

お
り
で
あ
る
。
道
真
に
と
っ
て
「
讃
州
客
中
詩
」
は
、「
諷
諭
」
の
詩
の

性
格
が
強
く
、
宮
廷
宴
詩
の
詩
群
が
王
沢
讃
美
の
「
雅
」
の
詩
で
あ
る
こ

と
と
双
璧
を
な
す
も
の
で
、
彼
の
作
詩
活
動
全
体
の
二
大
支
柱
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
特
に
「
行
春
詞
」
を
中
心
に
、
国
司
任
務
の
精
励

ぶ
り
に
つ
い
て
考
究
し
た
も
の
で
あ
る
。

論　

文　

要　

旨

菅
原
道
真
「
讃
州
客
中
詩
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
―
「
行
春
詞
」
を
中
心
に
―
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う
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
の
讃
岐
守
在
任
の
間
（
仁
和
二
年
―
寛
平
二
年
〈
八
八
六
―
八
九
〇
〉・
道
真
四
十
二
歳
―
四
十
六
歳
）
に
詠
ま
れ
た
詩
（
仮
に
「
讃
州
客

中
詩
」
と
呼
ぶ
。
約
百
四
十
首
）
に
は
、
国
司
と
し
て
の
政
務
に
励
む
さ
ま
を
詠
ん
だ
詩
、
国
司
と
し
て
巡
察
し
、
実
地
に
見
聞
し
た
庶
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
の

実
情･

実
態
を
克
明
に
詠
ん
だ
連
作
の
詩
な
ど
が
三
十
首
余
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
詩
境
と
詩
の
真
意
と
を
つ
ぶ
さ
に
読
み
解
く
と
き
、
讃
岐
守
菅
原
道
真

の
政
務
精
励
ぶ
り
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
と
に
国
司
の
任
務
の
一
つ
で
あ
る
勧
農
巡
視
を
主
題
に
し
て
詳
細
に
詠
ん
だ
「
行
春
詞
」
は
、
道
真
の
謹
直
な
政
務
精
励
ぶ
り
が
窺
え
る
も
の
で
、
他
に

類
を
見
な
い
特
筆
す
べ
き
詩
で
あ
ろ
う（

（
（

。

　

治
国
内
の
貧
苦
の
庶
民
の
実
情
を
詠
む
こ
と
は
、
和
歌
で
は
、
山
上
憶
良
の
「
貧
窮
問
答
歌
」
の
先
例
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
国
司
と
し
て
の
政
務
の

遂
行
の
様
子
や
、
国
司
と
し
て
の
貧
苦
の
庶
民
に
対
す
る
心
情
を
つ
ぶ
さ
に
詩
に
詠
む
と
い
う
の
は
、
き
わ
め
て
珍
し
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か（

（
（

。

　

道
真
は
、
後
年
昌
泰
三
年
（
九
〇
○
）、
五
十
六
歳
の
時
、
醍
醐
天
皇
に
菅
家
三
代
の
家
集
を
献
上
し
た
が
、
そ
の
上
奏
文
中
に
、「
今
之
所
集
、
多
是
仁
和

年
中
、
讃
州
客
意
、
寛
平
以
降
、
応
制
雑
詠
而
已
」
と
述
べ
た
が
、
こ
の
時
、
道
真
に
と
っ
て
、
こ
の
讃
州
客
中
の
詩
群
は
、
宮
中
宴
詩
の
詩
群
と
双
璧
を
な

す
も
の
と
自
負
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
道
真
詩
に
お
い
て
は
、
讃
州
客
中
の
詩
群
は
「
諷
諭
」
の
詩
で
あ
り
、
宮
中
宴
詩
の
詩
群
は
王
沢
讃

美
の
「
雅
」
の
詩
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
道
真
詩
の
詩
観
の
二
大
支
柱
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
、「
讃
州
客
中
詩
」

群
は
、
詩
人
道
真
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
道
真
の
讃
岐
守
時
代
の
詩
に
つ
い
て
、
こ
と
に
「
行
春
詞
」
を
中
心
に
、
そ
の
国
司
任
務
の
精
励
ぶ
り
に
つ
い
て
考
究
す
る
。

　
　
　

二
、
若
き
日
の
道
真
が
描
い
た
良
吏
像

　

貞
観
九
年
（
八
六
七
）、
道
真
二
十
三
歳
の
春
、
正
六
位
下･

下
野
権
小
掾
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
が
、
こ
れ
は
実
際
に
任
地
に
赴
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の

頃
の
作
に

（25）
「
喜
雨
詩
」
が
あ
る
。
こ
の
詩
の
題
注
に
は
「
龍
を
以
て
韻
と
為
す
。
八
十
字
を
限
る
。
句
毎
に
漢
代
の
良
吏
の
名
を
用
ゐ
る
」
と
あ
っ
て
、
詩
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の
毎
句
に
漢
代
の
良
吏
の
「
姓
名
」
の
「
名
」
を
折
り
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
官
吏
は
道
真
に
と
っ
て
規
範
と
す
べ
き
理
想
の
良
吏
像
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
良
吏
と
は
、
朱
博
（
巻
八
十
三
）「
朱
博
鳥
集
」、
蒒
宣
（
巻
八
十
三
）、 

児
寛
（
巻
五
十
八
）、
汲
黯
（
巻
五
十
）「
汲
黯
開
倉
」、
諸
葛
豊
（
巻

七
十
七
）「
葛
豊
刺
挙
」、
朱
邑
（
巻
八
十
九
）、
王
城
（
巻
八
十
九
）、 

蕭
育
（
巻
七
十
八
）「
蕭
朱
結
綬
」、
何
武
（
巻
七
十
八
）「
何
武
去
思
」、
公
孫
弘
（
巻

五
十
八
）「
漢
相
東
閤
」、
杜
延
年
（
巻
六
十
）、
趙
広
漢
（
巻
七
十
六
）「
広
漢
鈎
距
」、
龔
遂
（
巻
八
十
九
）「
龔
遂
勧
農
」、
王
尊
（
巻
七
十
六
）「
王
尊
叱
馭
」、

尹
翁
帰
（
巻
七
十
六
）、
馮
立
（
巻
七
十
九
）。
以
上
の
十
六
人
の
名
が
各
句
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。
＊
上
記
の
巻
数
は
す
べ
て
『
漢
書
』
で
あ
り
、「　

」

は
『
蒙
求
』
掲
出
の
題
名
で
あ
る
。

　

慈
雨
に
よ
っ
て
豊
作
の
秋
を
予
祝
す
る
と
い
う
主
旨
の
詩
に
、
良
吏
の
名
を
詠
み
込
む
こ
と
は
、
詩
作
上
の
知
的
遊
戯
に
す
ぎ
な
い
。
が
、
と
は
言
え
『
漢

書
』『
後
漢
書
』
を
家
学
と
し
て
習
熟
し
て
い
る
道
真
な
ら
で
は
の
修
辞
技
巧
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）、
道
真
二
十
五
歳
の
春
、

（44）
「
花
下
餞
諸
同
門
出
外
吏
、
各
分
一
字
」
の
詩
は
、
菅
家
廊
下
の
同
門
が
地
方
官
吏
と
し
て

赴
任
す
る
の
を
送
る
送
別
詩
で
あ
る
が
、
そ
の
絶
句
の
結
び
に
「
万
里
程
の
間　
一
た
び
轅な

が
え

を
折く

じ

か
れ
ん
こ
と
を　

万
里
程
間
一
折
轅
」
と
詠
ん
だ
。
こ
れ
は
、

『
後
漢
書
』
巻
五
十
六
「
侯
覇
」（『
蒙
求
』「
侯
覇
臥
轍
」）
に
、
善
政
を
施
し
た
侯
覇
が
、
任
務
を
終
え
て
召
喚
さ
れ
る
と
き
、
百
姓
た
ち
は
「
轅
に
攀
ぢ
轍

に
臥
し
て
」
留
ま
ら
ん
こ
と
を
願
っ
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
若
き
日
の
道
真
は
、
良
吏
・
能
吏
と
い
う
理
想
像
を
菅
家
の

学
で
あ
る
『
漢
書
』『
後
漢
書
』
に
よ
っ
て
学
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　

三
、
讃
岐
守
菅
原
道
真
の
詩
境

　

仁
和
二
年（
八
八
六
）、菅
原
道
真
四
十
二
歳
、讃
岐
守
の
拝
命
を
左
遷
と
受
け
取
っ
て
悲
嘆
に
暮
れ
な
が
ら
任
地
に
赴
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、そ
の
年
の
秋
、

国
守
道
真
は
重
陽
の
日
に
官
舎
に
お
い
て
小
飲
を
催
し
次
の
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

（197）
重
陽
日
府
衙
小
飲

　
　

秋
来
客
思
幾
紛
紛　
　

秋
来
り
て
客
思
幾
ば
く
か
紛
紛
た
る
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況
復
重
陽
暮
景
曛　
　

況
ん
や
復
た
重
陽
暮
景
の
曛
ず
る
を
や

　
　

菊
遣
窺
園
村
老
送　
　

菊
は
園
を
窺
ひ
村
老
を
し
て
送
ら
し
め

　
　

萸
従
任
土
薬
丁
分　
　

萸
は
土
に
ま
か
せ
て
薬
丁
の
分
つ
に
従よ

る　

　
　

停
盃
且
論
輸
租
法　
　

盃
を
停
め
て
且
ら
く
論
ず
租
を
輸
す
法

　
　

走
筆
唯
書
弁
訴
文　
　

筆
を
走
ら
せ
て
唯
だ
書
す
訴
を
弁
ず
る
文

　
　

十
八
登
科
初
侍
宴　
　

十
八
に
し
て
登
科
し
初
め
て
宴
に
侍
り

　
　

今
年
独
対
海
辺
雲　
　

今
年
独
り
対
す
海
辺
の
雲　

　

こ
の
詩
の
結
聯
に
あ
る
よ
う
に
、
道
真
は
讃
岐
在
任
中
、
何
彼
に
つ
け
て
都
を
想
い
宮
中
を
恋
し
が
っ
て
い
る
。
こ
と
に
こ
の
重
陽
の
日
は
、
若
き
頃
初
め

て
参
席
を
許
さ
れ
た
宴
で
あ
っ
た
の
で
格
別
の
想
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
都
を
恋
慕
し
、
そ
の
悲
し
み
の
あ
ま
り
「
今
年
独
り
対
す
海
辺
の
雲
」
と
孤
独

を
託
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
道
真
の
心
境
か
ら
推
し
量
る
と
、道
真
の
讃
岐
で
の
治
政
は
と
か
く
消
極
的
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
も
思
え
て
く
る
。

し
か
し
、「
盃
を
停
め
て
且
ら
く
論
ず
租
を
輸
す
法　

筆
を
走
ら
せ
て
唯
だ
書
す
訴
を
弁
ず
る
文
」
と
、
宴
の
さ
中
に
あ
っ
て
、
租
税
の
取
り
立
て
方
を
論
じ

さ
せ
た
り
、
民
か
ら
の
訴
状
の
判
決
な
ど
を
話
題
に
し
た
り
し
て
い
る
の
は
、
い
か
に
も
無
粋
で
厭
わ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
道
真
は
煩
わ
し
く
思

い
つ
つ
も
、
任
務
に
励
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
詩
の
数
カ
月
後
に
は
、（
200
―
209
）「
寒
早
十
首
」
を
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
の
連
作
は
、
題
注
に
「
同
じ
く
人
身
貧
頻
の
四
字
を
用
ゐ
る
」
と
あ
る
よ
う

に
、
一
般
庶
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
で
は
な
く
、
道
真
が
見
聞
し
た
社
会
の
最
下
層
の
貧
民
の
困
苦
窮
乏
す
る
実
情
を
描
述
し
た
作
品
群
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

（200）

の
「
走
還
人
」
は
、
逃
散
し
た
地
か
ら
放
還
さ
れ
て
ま
た
讃
岐
に
舞
い
戻
っ
た
者
の
悲
惨
さ
を
叙
し
た
も
の
で
、「
慈
悲
を
以
て
繋
が
ざ
れ
ば　

浮
逃
定
め
て

頻
り
な
る
べ
し
」
と
結
ぶ
。

（201）
の
「
浪
来
人
」
は
、
他
国
か
ら
逃
散
し
て
き
た
人
の
悲
惨
さ
を
叙
し
た
も
の
で
、「
子
を
負
ひ
兼
ね
て
婦
を
提
ぐ　

行
く
行
く

乞
与
頻
り
な
り
」
と
貧
苦
の
さ
ま
を
詠
む
。

（202）
の
「
老
鰥
人
」
は
、
老
い
た
鰥
夫
の
飢
渇
の
さ
ま
を
叙
し
、

（204）
の
「
夙
孤
人
」
は
、
孤
児
の
貧
苦
悲
歎
の
さ
ま

を
詠
む
。
こ
れ
ら
四
首
に
詠
ま
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、『
律
令
』
戸
令
に
「
鰥
寡
・
孤
独
・
貧
窮
・
老
疾
に
し
て
自
存
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
」
を
救
済
す
べ

し
と
あ
る
と
お
り
、
国
守
と
し
て
救
済
の
対
象
者
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

（205）
「
薬
圃
人
」・

（206）
「
駅
亭
人
」・

（207）
「
賃
船
人
」・

（208）
「
釣
魚
人
」・

（209）
「
売
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塩
人
」・

（209）
「
採
樵
人
」
の
六
首
は
、
過
酷
不
遇
な
使
役
に
従
事
す
る
人
々
の
苦
渋
ぶ
り
を
描
述
す
る
。
こ
う
し
た
貧
苦
に
喘
ぐ
人
々
の
実
情
を
詠
ん
だ
国
守

道
真
が
ど
の
よ
う
な
救
済
策
を
講
じ
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
暗
然
た
る
実
情
を
把
握
し
詩
と
す
る
と
こ
ろ
道
真
の
国
守
と
し
て
の
真
摯
な
政
治
姿

勢
が
よ
く
分
か
る
。
一
般
庶
民
の
農
民
や
職
人
の
世
界
よ
り
も
さ
ら
に
底
辺
の
社
会
層
に
目
を
向
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

四
、
行
春
詞
の
構
造

　

翌
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
道
真
四
十
三
歳
の
春
、
長
篇
の

（219）
「
行
春
詞
」
を
詠
む
。「
詞
」
は
、
楽
府
体
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
詩
は
ま
た
七

言
排
律
で
も
あ
る
。
讃
岐
守
時
代
の
傑
作
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。『
菅
家
文
草
』
の
配
列
か
ら
推
し
て
、
釈
奠
詩
の
前
に
あ
る
の
で
、
二
月
三
日
以
前
の
作

と
思
わ
れ
る
。

　
「
行
春
詞
」
の
行
春
と
は
、
春
に
太
守
が
県
を
巡
っ
て
農
桑
を
勧
め
る
意
で
あ
る
。『
後
漢
書
』「
鄭
弘
伝
」
に
「
弘
少
か
り
し
と
き
郷
の
嗇
夫
た
り
き
。
太

守
第
五
倫
行
春
し
、
見
て
深
く
之
を
奇
と
し
、
署
督
郵
に
召
し
て
孝
廉
に
挙
ぐ
。
弘
少
為
郷
嗇
夫
、
太
守
第
五
倫
行
春
、
見
而
深
奇
之
。
召
署
督
郵
、
挙
孝
廉
」

と
あ
り
、
李
賢
の
注
に
「
太
守
、
常
に
春
を
以
て
主
る
所
の
県
を
行
り
て
、
人
に
農
桑
を
勧
め
、
乏
絶
を
振
救
す
。
太
守
常
以
春
行
所
主
県
、
勧
人
農
桑
、
振

救
乏
絶
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
律
令
』
戸
令
の
「
国
守
巡
行
条
」
に
詳
し
く
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る（

（
（

。

　

国
守
巡
行
に
つ
い
て
は
、
道
真
自
身
も

（221）
「
路
遇
白
頭
翁
」
の
詩
中
に
、「
春
は
春
に
行
か
ず
し
て
春
遍
く
達
し　

秋
は
秋
を
省
み
ず
し
て
秋
大
い
に
成
し
」

と
あ
り
、
春
秋
の
巡
行
が
国
守
の
政
務
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
詠
ん
で
い
る
。

　

道
真
の
「
行
楽
詩
」
は
、
以
下
、
詩
句
の
下
に
示
し
た
よ
う
に
、
随
所
に
『
漢
書
』『
後
漢
書
』
の
良
吏
の
記
事
を
典
故
と
す
る
表
現
が
見
え
る
。

　

な
お
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
、
先
に
三
木
雅
博
・
谷
口
真
起
子
両
氏
に
よ
る
「『
行
春
詞
』
札
記
―
讃
岐
守
菅
原
道
真
の
国
内
巡
視
―
」
の
論
文
が
あ
る
。

以
下
の
論
は
こ
れ
を
参
照
し
た
上
で
、
私
見
を
加
え
た
論
で
あ
る
こ
と
を
予
め
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

　

い
ま
詩
の
構
造
を
知
る
上
で
、
全
体
を
六
段
落
に
分
け
て
み
る
。

　

ま
ず
第
一
段
落
は
、
春
の
巡
行
に
対
す
る
国
守
の
心
構
え
を
述
べ
る
。
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（218）
行
春
詞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
道
真

　

第
一
段
落　
［
行
春
と
国
守
の
気
構
え
］

①　

欲
貌
春
風
不
受
憎　
　

春
風
の
憎
し
み
を
受
け
ざ
る
を
貌
ん
と
欲
し
て

②　

周
流
四
望
睇
先
凝　
　

周
流 

四
望
し
て 

睇
る
こ
と
先
づ
凝
ら
す	

『
楚
辞
』「
離
騒
」「
九
歌
」

③　

才
愚
只
合
嫌
傷
錦　
　

才
は
愚
か
に
し
て 

只
だ
合
に
傷
錦
を
嫌
ふ
べ
く	

『
春
秋
左
伝
』「
襄
公
」「
子
産
」

④　

慮
短
何
為
理
乱
縄　
　

慮
は
短
く
し
て 

何
す
れ
ぞ
乱
縄
を
理
め
ん	

『
漢
書
』「
循
吏
伝
」「
龔
遂
」　

⑤　

慙
愧
城
陽
因
勇
進　
　

慙
愧
ら
く
は
城
陽
に 

勇
に
因
り
て
進
ま
ん
こ
と
を	

『
後
漢
書
』「
劉
祉
」

⑥　

庶
幾
馮
翊
以
廉
称　
　

庶
幾
は
く
は
馮
翊
が
廉
を
以
て
称
せ
ら
れ
ん
こ
と
を	

『
漢
書
』「
黄
覇
」

　

春
風
の
憎
し
み
を
受
け
ざ
る
を
貌
ん
と
欲
し
て　

周
流 

四
望
し
て 

睇
る
こ
と
先
づ
凝
ら
す
」
こ
の
①
②
句
の
解
釈
は
「
春
風
が
人
々
か
ら
好
ま
れ
る
よ
う

に
自
分
も
春
風
の
よ
う
に
な
っ
て
、
国
内
を
あ
ま
ね
く
巡
行
し
、
目
を
こ
ら
し
て
し
っ
か
り
世
情
を
見
よ
う
と
思
う
」
と
の
意
。
こ
こ
の
「
春
風
」
は
、
た
と

え
ば
、『
宋
書
』「
楽
志
」
の
「
威
厲
秋
霜
、
恵
過
春
風
」
と
あ
る
よ
う
に
、
恵
風
の
こ
と
で
あ
り
、
道
真
も
こ
の
詩
の
前
に

（216）
「
正
月
二
十
日
有
感
」
に
、「
寒

気
遍
身
夜
涙
多　

春
風
為
我
不
誰
何
」
と
用
い
、
ま
た

（218）
「
春
日
尋
山
」
に
、「
従
初
到
任
心
情
冷　

被
勧
春
風
適
破
顔
」
と
、
春
風
を
好
も
し
い
恵
風
と
し

て
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
恵
み
を
も
た
ら
す
春
風
の
徳
を
も
っ
て
巡
行
し
よ
う
と
歌
い
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
韻
字
の
「
憎
」
の
字
は
、
句
意

に
意
外
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
あ
え
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

③
―
⑥
句
は
、「
け
れ
ど
も
自
分
の
才
覚
は
愚
か
な
の
で
、政
務
に
習
熟
し
な
い
ま
ま
国
務
に
就
い
て
仕
損
な
っ
た
尹
何
の
よ
う
に
な
り
は
せ
ぬ
か
と
お
そ
れ
、

思
慮
も
浅
は
か
な
の
で
、
か
の
能
吏
の
龔
遂
の
よ
う
に
民
を
よ
く
治
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
恥
じ
い
る
こ
と
に
は
、
劉
祉
の
よ
う
に
武
勇
に
よ
っ

て
進
み
出
る
力
が
な
い
こ
と
。
せ
め
て
ど
う
か
馮
翊
に
任
じ
ら
れ
た
黄
覇
の
よ
う
に
、
清
廉
な
政
治
を
し
た
者
と
称
せ
ら
れ
た
い
も
の
だ
」
の
意
。
こ
こ
は
、

道
真
自
身
の
菲
才
を
嘆
い
て
悲
観
的
か
つ
謙
遜
の
表
現
を
連
ね
る
が
、
こ
れ
は
修
辞
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
国
守
政
務
の
不
安
と
か
不
満
を
述
べ
た
の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
す
べ
て
は
、
こ
う
し
た
良
吏
た
ち
を
目
標
と
す
る
と
ま
で
は
行
か
ず
と
も
、
彼
ら
の
功
績
を
胸
中
に
思
い
な
が
ら
、
政
務
に
精
励
し
て
ゆ
こ

う
と
い
う
国
守
と
し
て
の
気
構
え
を
述
べ
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
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第
二
段
落　
［
巡
行
の
様
子
］

⑦　

莓
苔
石
上
心
陸
沈　
　

莓
苔
の
石
上 

心
は
陸
に
沈
み

⑧　

楊
柳
花
前
脚
履
氷　
　

楊
柳
の
花
前 

脚
は
氷
を
履
む

⑨　

辞
謝
頑
民
来
謁
拝　
　

辞
謝
す 

頑
民
の
来
た
り
て
謁
拝
す
る
を

⑩　

許
容
小
吏
送
祇
承　
　

許
容
す 

小
吏
の
送
り
て
祇
承
す
る
を

⑪　

繞
身
文
墨
徒
相
逐　
　

身
を
繞
る
文
墨　

徒
ら
に
相
逐
ひ	

⑫　

任
口
謳
吟
罷
不
能　
　

口
に
任
す
謳
吟 

罷
む
る
こ
と
能
は
ず

⑬　

事
事
当
資
仁
義
下　
　

事
事 
当
に
仁
義
の
下
に
資
る
べ
く

⑭　

行
行
且
祷
稲
粱
登　
　

行
行 

且
に
稲
粱
の
登み

の

る
こ
と
を
祷
ら
ん
と
す

　

こ
の
段
の
詩
意
は
、
苔
む
し
た
堅
い
石
の
上
を
歩
い
て
い
て
も
、
心
は
重
く
地
中
に
沈
ん
で
ゆ
く
か
の
よ
う
に
気
が
塞
ぎ
、
や
わ
ら
か
な
楊
柳
の
絮
花
の
前

を
通
っ
て
い
て
も
、
戦
線
兢
兢
と
し
て
氷
の
上
を
踏
む
が
ご
と
く
足
の
す
く
む
思
い
が
す
る
。
頑
固
な
民
た
ち
の
拝
謁
は
辞
退
す
る
が
、
下
役
人
た
ち
の
奉
仕

は
ま
あ
許
す
と
し
よ
う
。
身
の
ま
わ
り
の
筆
硯
を
用
い
て
そ
ぞ
ろ
に
詩
を
書
き
、
口
を
つ
い
て
出
る
ま
ま
に
詩
句
を
歌
っ
て
つ
き
る
こ
と
が
な
い
。
一
事
一
事

に
情
を
厚
く
筋
を
通
し
て
民
を
た
す
け
て
や
り
、
巡
行
の
み
ち
す
が
ら
今
年
の
稲
の
豊
作
を
祈
る
の
で
あ
る
の
意
。

　

こ
の
段
で
は
、
ま
ず
「
陸
沈
」「
履
氷
」
の
典
故
を
用
い
て
巡
行
時
の
不
安
と
緊
張
と
を
述
べ
る
が
、
こ
の
表
現
に
よ
っ
て
詩
意
の
緊
張
度
を
高
め
て
い
る

の
で
あ
る
。
つ
い
で
巡
行
時
に
直
接
拝
謁
を
願
い
出
て
く
る
民
人
た
ち
を
「
頑
民
（『
書
経
』「
多
士
」）」
と
称
し
、
そ
れ
を
「
辞
謝
」
す
る
と
い
う
の
は
、
旧

弊
を
改
め
も
せ
ず
直
訴
し
て
く
る
頑
迷
な
民
に
は
会
い
た
く
な
い
と
い
う
意
だ
が
、
こ
れ
は
、
つ
ま
り
巡
行
時
に
は
そ
う
し
た
民
の
訴
え
が
絶
え
な
か
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
郡
司
た
ち
の
接
待
も
拒
み
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
些
少
の
こ
と
な
ら
許
容
し
て
も
よ
い
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
両
句
と
も
巡
行
時

の
煩
わ
し
さ
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
煩
わ
し
い
巡
行
時
中
に
も
、
み
ず
か
ら
の
心
を
晴
ら
す
べ
く
詩
を
書
き
付
け
、
口
ず
さ
む
と
あ
る
の
は
、
詩

人
の
業
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
国
守
の
務
め
で
あ
る
「
農
功
を
勧
め
務
め
し
め
よ
」（『
令
義
解
』「
国
守
巡
行
条
」）
を
踏
ま
え
、
巡
行
し
な
が
ら
所
々
の

寺
社
に
豊
作
を
祈
願
す
る
、
と
あ
る
。
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第
三
段
落　

国
司
の
政
務
精
励

⑮　

霊
祠
怪
語
年
高
祝　
　

霊
祠
に
怪
語
す
る
は 

年
高
き
祝

⑯　

古
寺
玄
談
臈
老
僧　
　

古
寺
に
玄
談
す
る
は 

臈
老
の
僧

⑰　

過
雨
経
営
修
府
庫　
　

雨
を
過
ご
し
て 

経
営
し
て 

府
庫
を
修
め

⑱　

臨
煙
刻
鏤
弁
溝
塍　
　

煙
に
臨
み
て 

刻
鏤
し
て 

溝
塍
を
弁
ふ

⑲　

遍
開
草
褥
冤
囚
録　
　

遍
く
草
褥
を
開
い
て 

冤
囚
を
録
し

⑳　

軽
挙
蒲
鞭
宿
悪
懲　
　

軽
く
蒲
鞭
を
挙
げ
て 

宿
悪
を
懲
ら
す	

『
後
漢
書
』「
劉
寛
」『
蒙
求
』

　

こ
の
段
の
詩
意
は
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
社
で
は
長
老
の
神
官
が
摩
訶
不
思
議
な
話
を
し
て
く
れ
、
古
刹
で
は
長
老
の
僧
が
奥
深
い
仏
教
の
教
義
を
語
っ
て

く
れ
た
。
巡
行
途
中
の
雨
を
過
ご
し
て
、
あ
ち
こ
ち
奔
走
し
て
国
府
の
倉
庫
を
修
繕
し
、
夕
暮
れ
の
靄
が
立
ち
込
め
る
ま
で
田
畑
を
調
査
し
て
記
録
す
る
。
冤

罪
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
牢
獄
の
囚
人
を
調
べ
て
は
、
悪
行
や
不
正
の
者
を
寛
容
の
心
を
持
っ
て
懲
罰
す
る
の
意
。

　

巡
行
時
に
は
、
頑
迷
固
陋
な
民
人
や
媚
び
諂
い
の
郡
司
を
相
手
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
寺
社
に
巡
拝
し
て
祈
願
し
、
ま
た
そ
こ
の
長
老
の
神
官
や
老
僧
と
高

談
を
交
わ
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
道
真
に
と
っ
て
心
洗
わ
れ
る
ひ
と
時
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
⑰
―
⑳
は
、
国
司
の
な
す
べ
き
政
務
を
具
象
的

に
仔
細
に
述
べ
る
。
実
務
を
忠
実
謹
直
に
実
行
し
、
劉
寛
の
よ
う
に
寛
容
な
政
治
を
行
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

第
四
段
落　

貧
窮
の
民
の
実
情

㉑　

尊
長
思
教
卑
幼
順　
　

尊
長
は 

卑
幼
を
順
は
し
め
ん
こ
と
を
思
ひ

㉒　

卑
貧
恐
被
富
強
淩　
　

卑
貧
は 

富
強
に
淩
げ
ら
れ
ん
か
と
恐
る

㉓　

安
存
耄
邁
飡
非
肉　
　

安
存
す 

耄
邁
の
飡
の
肉
に
非
ざ
る
を

㉔　

賑
侐
孤
惸
餓
曲
肱　
　

賑
侐
す 

孤
惸
の
餓
ゑ
て
肱
を
曲
ぐ
る
を	

『
論
語
』「
述
而
篇
」

㉕　

襤
褸
家
門
留
問
主　
　

襤
褸
の
家
の
門
に
は 

留
ま
り
て
主
を
問
ひ

㉖　

耦
耕
田
畔
立
尋
朋　
　

耦
耕
の
田
の
畔
に
は 

立
ち
て
朋
を
尋
ぬ	
『
論
語
』「
微
子
篇
」　
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こ
の
段
の
詩
意
は
、
身
分
高
い
者
が
卑
し
く
弱
い
者
を
無
理
に
従
え
よ
う
と
し
て
は
い
な
い
か
と
憂
慮
し
、
独
り
身
の
貧
し
い
者
が
富
裕
で
権
勢
を
誇
る
者

に
し
い
た
げ
ら
れ
て
い
な
い
か
と
心
配
す
る
。
肉
を
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
貧
し
い
老
人
を
慰
問
し
、
身
よ
り
の
な
い
貧
窮
者
に
救
助
の
手
を
憐
れ
ん
で
援

助
す
る
。
襤
褸
を
纏
っ
た
人
の
い
る
家
の
門
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
主
人
に
（
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
困
窮
し
て
い
る
の
か
と
）
問
い
か
け
、
畑
で
耕
し
て
い
る
人

に
は
仲
間
は
い
る
の
か
と
尋
ね
て
み
る
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
国
司
の
任
務
遂
行
を
仔
細
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。「
戸
令
」
鰥
寡
条
に
「
凡
そ

鰥
寡
孤
独
、
貧
窮
老
疾
の
自
存
す
る
能
は
ざ
る
者
は
、
近
親
を
し
て
収
養
せ
し
め
よ
。
若
し
近
親
無
く
ん
ば
、
坊
里
に
付
け
て
安
恤
せ
し
め
よ
」
に
拠
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

第
五
段
落　

国
司
と
し
て
の
声
価

㉗　

遊
童
竹
馬
郊
迎
廃　
　

遊
童
の
竹
馬
は 

郊
迎
を
廃
し	

『
後
漢
書
』「
郭
伋
」

㉘　

隠
士
藜
杖
路
次
興　
　

隠
士
の
藜
杖
は 
路
次
に
興
す	

『
蒙
求
』「
原
憲
桑
枢
」

㉙　

冥
感
終
無
馴
白
鹿　
　

冥
感 

終
に
白
鹿
に
馴
る
る
こ
と
無
く	

『
後
漢
書
』「
鄭
弘
」

㉚　

外
聞
幸
免
喚
蒼
鷹　
　

外
聞 

幸
ひ
に
蒼
鷹
と
喚
ば
る
る
こ
と
を
免
る	

『
史
記
』「
酷
吏
列
伝
」

㉛　

応
縁
政
拙
声
名
墜　
　

応
に
政
の
拙
き
に
縁
り
て 
声
名
の
墜
つ
る
な
る
べ
し

㉜　

豈
敢
功
成
善
最
昇　
　

豈
に
敢
て
功
成
り 

善
最
に
昇
ら
ん
や

　

こ
の
段
の
詩
意
は
、
子
供
た
ち
は
竹
馬
で
遊
ん
で
い
て
、
郭
伋
の
故
事
の
よ
う
に
国
司
が
来
た
か
ら
と
郊
外
ま
で
迎
え
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
あ
か
ざ
の
杖

を
つ
く
隠
者
は
通
り
す
が
り
に
杖
を
上
げ
て
挨
拶
し
て
く
れ
る
。
天
が
感
応
し
て
鄭
弘
の
よ
う
に
白
鹿
が
つ
い
て
く
る
よ
う
な
こ
と
は
つ
い
に
な
い
が
、
し
か

し
、
私
の
国
内
の
評
判
は
幸
い
蒼
鷹
の
よ
う
な
冷
酷
な
酷
吏
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
と
は
い
え
、
私
の
治
政
は
拙
い
の
で
名
声
は
揚
が
る
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
ど
う
し
て
私
の
事
績
が
「
善
最
」
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
、
の
意
で
あ
る
。
国
司
と
し
て
の
道
真
に
対
す
る

民
の
評
判
は
、
幸
い
悪
く
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
古
の
能
吏
た
ち
の
よ
う
な
高
い
声
価
は
望
め
な
い
。
可
も
な
く
不
可
も
な
く
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
い
や
、
そ
れ

ど
こ
ろ
か
お
そ
ら
く
治
政
の
拙
さ
に
よ
っ
て
声
名
が
墜
ち
る
に
違
い
な
い
と
も
不
安
に
駆
ら
れ
る
。そ
し
て
、任
期
満
了
の
後
の
考
課
す
な
わ
ち
勤
務
評
定
は
、

と
て
も
「
善
」
や
「
最
」
の
高
い
評
価
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
悲
観
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
、
む
し
ろ
道
真
自
身
は
国
司
と
し
て
高
い
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評
価
を
得
た
い
と
願
っ
て
、
日
頃
、
勤
務
に
精
励
し
て
い
る
が
ゆ
え
の
表
現
な
の
で
あ
る
。
表
現
上
で
は
悲
観
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
「
善
」
や
「
最
」

の
評
価
を
得
た
い
と
の
願
望
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
な
お
言
う
ま
で
も
な
く
「
善
」
も
「
最
」
も
「
考
課
令
」
に
あ
る
律
令
語
で
あ
る
。

　

第
六
段
落　

巡
行
後
の
心
境

㉝　

廻
轡
出
時
朝
日
旭　
　

轡
を
廻
し
て 

出
づ
る
時 

朝
日 

旭
ら
か
に

㉞　

墊
巾
帰
処
暮
雲
蒸　
　

巾
を
墊
じ
て 

帰
る
処 

暮
雲 

蒸
し
た
り	

『
漢
書
』「
郭
泰
」

㉟　

駅
亭
楼
上
三
通
鼓　
　

駅
亭
の
楼
上 

三
通
の
鼓

㊱　

公
館
窓
中
一
点
燈　
　

公
館
の
窓
中 

一
点
の
燈

㊲　

人
散
閑
居
悲
易
触　
　

人 
散
じ
て 

閑
居
す
れ
ば 

悲
し
み 

触
れ
易
く

㊳　

夜
深
独
臥
涙
難
勝　
　

夜 

深
け
て 
独
臥
す
れ
ば 

涙 

勝
へ
難
し

㊴　

到
州
半
秋
清
兼
慎　
　

州
に
到
り
て 
半
秋 
清
兼
た
慎　

㊵　

恨
有
青
青
汚
染
蠅　
　

恨
む
ら
く
は 

青
青
た
る
汚
染
の
蠅
あ
る
を

　

こ
の
段
の
詩
意
は
、
馬
の
く
つ
わ
を
転
じ
て
次
の
巡
察
地
に
む
け
て
旅
立
つ
時
朝
日
は
上
り
、
頭
巾
だ
け
は
郭
泰
よ
ろ
し
く
折
れ
て
宿
舎
に
帰
る
時
夕
暮
れ

の
雲
が
湧
き
お
こ
る
。
駅
亭
の
た
か
ど
の
の
上
で
は
時
を
告
げ
る
三
度
の
鐘
鼓
、
公
館
の
窓
の
う
ち
に
は
一
点
の
と
も
し
び
。
人
々
が
い
な
く
な
っ
て
ひ
と
り

静
か
に
座
っ
て
い
る
と
感
傷
的
に
な
っ
て
、
夜
更
け
に
ひ
と
り
臥
し
て
い
る
と
涙
の
湧
き
上
が
る
の
が
お
さ
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
讃
州
に
着
任
し
て
半
年
、
私

は
「
清
」
と
「
慎
」
の
両
方
を
心
が
け
て
き
た
が
、
残
念
な
の
は
青
く
汚
れ
た
蠅
の
よ
う
な
輩
が
い
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
讃
岐
に
赴
任
し
て

は
や
一
年
近
く
に
な
る
の
だ
が
、
詩
で
は
「
半
秋
（
半
年
）」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
青
青
た
る
汚
染
の
蠅
」
は
、『
詩
経
』
小
雅
「
蒼
蠅
」
を
踏
ま
え
る
語
で
、

小
人
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
、
讃
岐
国
内
の
貪
吏
お
よ
び
讒
言
を
す
る
佞
臣
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
国
司
と
し
て
清
廉
に
務
め
慎
重
に
事
を
行
っ
て
ゆ
こ
う

と
い
う
心
構
え
を
示
し
て
結
ぼ
う
と
し
て
、
最
後
に
、
そ
の
自
分
を
煩
わ
せ
邪
魔
す
る
汚
濁
の
佞
臣
が
い
る
こ
と
が
忌
々
し
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
い
る
。

　

以
上
、
こ
の
詩
は
、
国
司
と
し
て
の
気
構
え
を
述
べ
、
行
春
と
い
う
公
務
の
実
際
を
描
述
し
、
貧
窮
の
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
描
き
、
民
の
自
分
へ
の
評
判
の

こ
と
に
及
び
、
行
春
を
終
え
て
の
心
境
を
述
べ
て
結
ぶ
長
篇
の
詩
で
あ
る
。
国
司
道
真
の
生
真
面
目
さ
と
意
欲
が
良
く
窺
え
る
内
容
で
あ
る
。
道
真
は
、『
史
記
』
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『
漢
書
』『
後
漢
書
』の
能
吏
た
ち
の
行
動
を
理
想
と
し
な
が
ら
も
、現
実
に
そ
れ
を
実
行
す
る
の
は
至
難
の
業
で
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
任
期
一
年
目
の
道
真
の
心
境
で
あ
っ
た
。

　
　
　

五
、「
路
遇
白
頭
翁
」
と
「
藺
笥
翁
問
答
詩
」
と

　
「
行
春
詞
」
を
詠
ん
だ
後
、
道
真
は
、
国
学
の
孔
子
廟
に
お
い
て
釈
奠
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

（220）
「
州
廟
釈
奠
有
感
」

　
　

一
趨
一
拝
意
如
泥　

一
趨
一
拝 
意 
泥
の
如
し

　
　

罇
俎
蕭
疎
礼
用
迷　

罇
俎 

蕭
疎
に
し
て 
礼
用
迷
ふ

　
　

暁
漏
春
風
三
献
後　

暁
漏 

春
風 

三
献
の
後

　
　

若
非
供
祀
定
児
啼　

若
し
供
祀
す
る
に
非
ず
ん
ば
定
め
て
児
の
ご
と
く
啼
か
む

　
「
意
泥
の
如
し
」
と
あ
る
の
は
、
祭
具
類
が
不
備
で
お
粗
末
な
の
で
礼
が
整
わ
な
い
の
を
、
心
憂
い
て
い
る
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
大
学
寮
で
指
揮
を
と
っ

て
い
た
道
真
に
は
、
祭
器
も
揃
わ
な
い
さ
び
れ
た
国
学
で
の
釈
奠
は
不
快
な
も
の
で
あ
っ
た
が
率
先
し
て
催
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
も

国
司
の
大
事
な
務
め
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
時
期
の
作
の

（221）
「
路
遇
白
頭
翁
」
で
は
、
前
々
任
者
の
安
倍
興
行
（
元
慶
二
年
・
讃
岐
介
着
任
）
と
前
任
者
の
藤
原
保
則
（
元
慶
六
年
・
讃
岐
守

着
任
）
が
善
政
を
施
し
た
こ
と
を
顕
彰
し
て
い
る
。

　
　
　
　

（221）
「
路
遇
白
頭
翁
」

　
　
　
　
　
　
　
　

・・・・　

　
　

適
逢
明
府
安
為
氏　

適
た
ま
明
府
に
逢
ふ
安
を
氏
と
為
す	

（「
明
府
安
為
氏
」
は
安
倍
興
行
の
こ
と
）

　
　

奔
波
昼
夜
巡
郷
里　

昼
夜
に
奔
波
し
て
郷
里
を
巡
る
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遠
感
名
声
走
者
還　

遠
く
名
声
に
感
じ
て
走
者
還
り

　
　

周
施
賑
恤
疲
者
起　

周
く
賑
恤
を
施
し
て
疲
者
起
つ

　
　

吏
民
相
対
下
尊
上　

吏
民
相
対
し
て
下
は
上
を
尊
び

　
　

老
弱
相
携
母
知
子　

老
弱
相
携
へ
て
母
子
知
る

　
　

更
得
使
君
保
在
名　

更
に
使
君
保
の
名
在
る
を
得
た
り	

（「
使
君
保
在
名
」
は
藤
原
保
則
の
こ
と
）

　
　

臥
聴
如
流
境
内
清　

臥
し
な
が
ら
聴
く
こ
と
流
る
る
が
如
く
境
内
清
み	

『
史
記
』「
汲
黯
」

　
　

春
不
行
春
春
遍
達　

春
は
春
に
行
か
ず
し
て
春
遍
く
達
し

　
　

秋
不
省
秋
秋
大
成　

秋
は
秋
を
省
み
ず
し
て
秋
大
い
に
成
し

　
　

二
天
五
袴
康
衢
頌　

二
天
五
袴
康
衢
の
頌	

『
後
漢
書
』「
廉
范
」

　
　

多
黍
雨
岐
道
路
声　

多
黍
雨
岐
道
路
の
声	

『
後
漢
書
』「
張
湛
」

　
　

愚
翁
幸
遇
保
安
徳　

愚
翁
幸
ひ
に
保
安
の
徳
に
遇
ひ

　
　

無
妻
不
農
心
自
得　

妻
無
く
農
せ
ず
あ
る
も
心
自
ら
に
得
た
り

　
　
　
　

・・・・

　
　

安
為
氏
者
我
兄
義　

安
を
氏
と
為
す
者
は
我
が
兄
の
義
あ
り	

（「
安
為
氏
者
」
は
安
倍
興
行
の
こ
と
）

　
　

保
在
名
者
我
父
慈　

保
の
名
在
る
者
は
我
が
父
の
慈
あ
り	

（「
保
在
名
者
」
は
藤
原
保
則
の
こ
と
）

　
　

已
有
父
兄
遺
愛
在　

已
に
父
兄
の
遺
愛
の
在
る
こ
と
有
り

　
　

願
因
積
善
得
能
治　

願
は
く
は
積
善
に
因
り
て
能
く
治
む
る
こ
と
を
得
ん
と

　
　
　
　

・・・・

　

こ
の
よ
う
に
前
任
者
の
功
績
を
顕
彰
す
る
こ
と
も
ま
た
、
現
国
司
と
し
て
の
務
め
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
詩
は
さ
ら
に
、
そ
の
前
任
者
た
ち
と
道

真
自
身
と
の
親
密
な
関
係
に
つ
い
て
も
詠
み
及
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
前
々
任
者
の
安
倍
興
行
は
兄
と
も
い
う
べ
き
義
の
間
柄
で
あ
り
、
前
任
者
の
藤
原
保
則
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は
父
と
も
い
う
べ
き
慈
を
賜
っ
た
間
柄
で
あ
る
と
あ
る
。
年
上
の
安
倍
興
行
と
は
菅
家
廊
下
の
同
門
で
若
い
頃
か
ら
親
し
く
詩
の
応
酬
を
す
る
中
で
あ
り
、
藤

原
保
則
も
ま
た
菅
家
廊
下
に
出
入
り
し
た
年
長
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
人
の
功
績
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
そ
の
遺
徳
積
善
に
よ
り
て
、
道

真
自
身
は
そ
の
余
慶
に
預
か
っ
て
良
き
治
政
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

右
の
詩
と
同
じ
仁
和
三
年
の
秋
、
先
の
長
篇
の
楽
府
体
「
路
遇
白
頭
翁
」
に
対
し
て
、
藺
笥
売
り
翁
に
つ
い
て
の
詩
（
228
―
231
）「
藺
笥
翁
問
答
詩
」
は
七

言
絶
句
の
問
答
体
で
あ
る
。
道
真
は
、
こ
の
よ
う
に
様
々
な
詩
型
を
用
い
て
お
り
、
極
力
、
同
詩
型
・
同
趣
旨
の
作
と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
藺
笥
売
り
翁
と
の
問
答
詩
の
最
後
の
詩
で
は
、

　
　
　
　

（231）
「
重
答
」

　
　

二
女
三
男
一
老
妻　
　

二
女
三
男 
一
老
妻

　
　

茅
簷
内
外
合
声
啼　
　

茅
簷
の
内
外
に
し
て
声
を
合
せ
て
啼
く

　
　

今
朝
幸
軟
慇
懃
問　
　

今
朝
幸
ひ
に
軟
な
り
慇
懃
に
問
ふ
こ
と　

　
　

扶
杖
帰
時
斗
米
提　
　

杖
に
扶
け
ら
れ
て
帰
る
時
斗
米
を
提
げ
た
り

　

と
あ
っ
て
、
翁
が
帰
る
と
き
「
一
斗
の
米
を
提
げ
て
い
た
」
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
道
真
が
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
こ
の
翁
が
「
令
義
解
」「
戸
令
」

の
「
貧
窮
老
疾
の
自
存
す
る
能
は
ざ
る
も
の
」
に
相
当
す
る
の
で
、
郡
司
に
命
じ
て
安
養
な
ら
し
む
よ
う
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
藺
笥
翁
問
答
詩
」
と
先
の
「
路
遇
白
頭
翁
」
と
は
、
詩
境
・
詩
型
を
異
と
し
な
が
ら
も
、
道
真
国
司
時
代
の
翁
問
答
の
詩
と
し
て
好
対
照
を
な
す
も
の
と

い
え
る
。

　
　
　

六
、
結　

語

　

同
じ
年
の
秋
、
道
真
は
一
時
帰
京
す
る
が
、
そ
の
旅
中
で
も
、
塩
商
人
や
漁
師
ら
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。
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語
得
塩
商
意　

欲
随
釣
叟
声　

語
り
得
た
り
塩
商
の
意　

随
は
ん
と
欲
す
釣
叟
の
声

　
　

此
間
塵
染
断　

更
嬾
問
家
情　

此
の
間
塵
染
断
つ　

更
に
家
情
を
問
ふ
に
嬾
し　
　
　
　
　
　
　
　

（235）
「
宿
舟
中
」

　

ま
た
同
時
期
の
作

（236）
「
舟
行
五
事
」
の
「
一
株
磯
上
松
」「
白
頭
已
釣
翁
」「
区
区
渡
海
麑
」「
海
中
不
繋
舟
」「
疲
羸
絶
粒
僧
」
の
詩
は
、
海
辺
の
情
景
を
描

述
し
つ
つ
、
身
近
に
見
聞
し
た
種
々
の
世
相
に
対
し
て
厳
し
く
批
判
的
な
目
を
も
っ
て
そ
の
実
態
を
捉
え
、
道
真
み
ず
か
ら
の
今
後
あ
る
べ
き
処
世
の
仕
方
に

つ
い
て
思
考
を
巡
ら
し
た
連
作
で
あ
る
。
世
相
の
実
態
を
見
抜
こ
う
と
す
る
こ
の
道
真
の
厳
し
い
眼
差
し
は
、
国
司
と
し
て
の
巡
行
時
の
そ
れ
と
同
一
の
も
の

で
あ
っ
た
。
物
珍
し
い
光
景
を
賞
翫
す
る
と
い
う
よ
う
な
閑
雅
な
心
境
と
は
ほ
ど
遠
く
、
国
司
と
し
て
の
気
構
え
を
強
く
遵
守
し
厳
し
く
巡
視
す
る
道
真
の
よ

う
す
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
翌
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
の
作
に
は
、

　
　

好
去
鴬
花
今
已
後　
　

好
し
去
れ
鴬
と
花
と
今
よ
り
已
後

　
　

冷
心
一
向
勧
農
蚕　
　

冷
し
き
心
も
て
一
向
に
農
蚕
を
勧
め
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（251）
「
四
年
三
月
廿
六
日
作　

到
任
之
三
年
也
」

　

と
あ
り
、
ま
た
、

（255）
「
寄
雨
多
県
令
江
維
緒 
一
絶
」
に
も
、

　
　

不
雨
応
縁
政
不
良　
　

雨
ふ
ら
ざ
る
は
応
に
政
の
良
か
ら
ざ
る
に
縁
る
べ
し

　
　

唯
馮
大
般
若
経
王　
　

唯
だ
馮
む
ら
く
は
大
般
若
経
王

　
　

州
官
県
吏
更
相
混　
　

州
官
県
吏
更
ご
も
相
混
り　

　
　

乙
丑
同
年
鬢
早
霜　
　

乙
丑
の
同
年
に
し
て
鬢
に
早
霜
あ
り

　

と
あ
っ
て
、
真
摯
に
政
務
に
励
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
こ
の
年
五
月
六
日
、
旱
魃
の
た
め
、
城
山
の
神
に
降
雨
祈
願
の
祭
文

（525）
「
祭
城
山
神
文
」

を
し
た
た
め
、
そ
の
後
、
雨
が
降
る
と
、

　
　
　
　

（295）
「
喜
雨
」

　
　

田
父
何
因
賀
使
君　
　

田
父
何
に
因
り
て
か
使
君
を
賀
す　

　
　

陰
霖
六
月
未
前
聞    

陰
霖
六
月
未
だ
前
に
聞
か
ず
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満
衙
僚
吏
雖
多
俸　
　

満
衙
の
僚
吏
俸
多
し
と
雖
も

　
　

不
若
東
風
一
片
雲　
　

若
か
ず
東
風
一
片
の
雲
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

と
、
農
夫
た
ち
と
と
も
に
喜
び
を
と
も
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
、「
行
春
詞
」
を
中
心
に
、
詩
か
ら
窺
え
る
道
真
の
国
司
任
務
の
精
励
ぶ
り
に
つ
い
て
述
べ
た
。
道
真
は
、
讃
岐
守
任
官
を
当
初
は
左
遷
と
悲
嘆
し
、

任
期
中
も
ま
た
旅
愁
と
懐
郷
の
悲
哀
の
念
に
か
ら
れ
つ
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
政
務
は
怠
る
こ
と
な
く
精
励
忠
勤
に
勤
め
上
げ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら

讃
州
客
中
詩
群
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（
（

。

　
　
　

注

（
1
）　�

菅
原
道
真
の
讃
岐
守
任
官
に
つ
い
て
は
、
弥
永
貞
三
氏
「
菅
原
道
真
の
前
半
生
―
讃
岐
時
代
を
中
心
に
―
」（
川
崎
庸
之
編｢

日
本
人
物
史
大
系｣

１
）、
春
名
宏
昭
氏
「
菅
原
道

真
の
任
讃
岐
守
」（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
菅
原
道
真
論
集
』）
等
。
な
お
、
拙
稿
に
「
讃
岐
守
時
代
の
道
真
―
『
讃
州
の
客
意
は
道
を
失
へ
る
を
述
べ
た
る
な
り
』
―
」（『
宮
廷

詩
人　

菅
原
道
真
』）

（
2
）　�「
行
春
」
に
つ
い
て
は
、
滝
川
政
次
郎
氏
「
越
中
守
大
伴
家
持
の
能
登
郡
巡
行
」（『
万
葉
律
令
考
』）、「
行
春
詞
」
に
つ
い
て
は
、
藤
原
克
己
氏
「
菅
原
道
真
の
詩
と
思
想
」（『
菅

原
道
真
と
平
安
朝
漢
文
学
』）
及
び
三
木
雅
弘
・
谷
口
真
起
子
両
氏
「『
行
春
詞
』
札
記
―
讃
岐
守
菅
原
道
真
の
国
内
巡
視
―
」（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
菅
原
道
真
論
集
』）

（
3
）　�

た
だ
し
、
道
真
の
岳
父
島
田
忠
臣
の
美
濃
介
時
代
に
勧
農
巡
視
を
詠
ん
だ
詩
が
あ
る
。『
田
氏
家
集
』

（115）
「
和
野
秀
才
叙
徳
吟
見
寄
」「
農
桑
を
勧
課
す
る
は
我
が
力
に
非
ず　

只

だ
応
に
州
境
に
化
し
て
吟
詩
す
る
の
み　

勧
課
農
桑
非
我
力　

只
応
州
境
化
吟
詩
」

（128）
「
元
慶
七
年
冬
、
美
濃
大
雪
。
以
詩
記
之
」「
且
く
豊
歳
の
瑞
を
誇
張
す
る
莫
れ　

先
づ

は
須
ら
く
孝
廉
の
家
を
労
問
す
べ
し　

且
莫
誇
張
豊
歳
瑞　

先
須
労
問
孝
廉
家
」　

（
4
）　�

注
２
に
同
じ
。
特
に
、
三
木
雅
弘
・
谷
口
真
起
子
両
氏
「『
行
春
詞
』
札
記
―
讃
岐
守
菅
原
道
真
の
国
内
巡
視
―
」（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
菅
原
道
真
論
集
』）

（
5
）　�

注
１
の
拙
稿
「
讃
岐
守
時
代
の
道
真
―
『
讃
州
の
客
意
は
道
を
失
へ
る
を
述
べ
た
る
な
り
』
―
」（『
宮
廷
詩
人　

菅
原
道
真
』）
そ
の
「
第
三
編
菅
原
道
真
の
不
遇
と
そ
の
詩
境 

第
一
章
讃
岐
時
代
の
四
、
讃
岐
行
政
に
対
す
る
道
真
の
自
己
評
価
」
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付　
「
行
春
詞
」　
【
口
語
訳
】

　
　

�

春
風
が
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
よ
う
に
自
分
も
春
風
と
な
っ
て
、

　
　

国
内
を
あ
ま
ね
く
巡
察
し
て
目
を
こ
ら
し
て
し
っ
か
り
世
情
を
見
よ
う
と
思
う
。

　
　

け
れ
ど
も
自
分
の
才
は
愚
か
な
の
で
、
ち
ょ
う
ど
政
務
に
習
熟
し
な
い
ま
ま
国
務
に
就
い
て
国
を
損
な
っ
た
尹
何
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
、

　
　

思
慮
も
浅
は
か
な
の
で
、
能
吏
の
龔
遂
の
よ
う
に
民
を
よ
く
治
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　

恥
じ
い
る
こ
と
に
は
、
石
崇
の
よ
う
に
蛮
勇
の
み
に
よ
っ
て
こ
の
地
に
進
み
出
た
こ
と
で
あ
る
が
、

　
　

ど
う
か
馮
翊
に
任
じ
ら
れ
た
黄
覇
の
よ
う
な
清
廉
な
政
治
家
と
称
せ
ら
れ
た
い
も
の
だ
。

　
　

苔
す
石
の
上
に
坐
せ
ば
、
心
は
陸
に
あ
り
な
が
ら
心
は
深
く
沈
み
、

　
　

楊
柳
の
花
の
前
に
い
て
も
、
戦
戦
兢
兢
と
し
て
氷
の
上
を
踏
む
思
い
で
あ
る
。

　
　

愚
か
な
民
た
ち
の
拝
謁
は
辞
退
し
た
い
も
の
だ
が
、
下
役
人
た
ち
の
少
々
の
も
て
な
し
は
許
す
と
し
よ
う
。

　
　

身
の
ま
わ
り
の
筆
硯
を
用
い
て
そ
ぞ
ろ
に
書
画
を
表
わ
し
、
口
を
つ
い
て
出
る
ま
ま
に
詩
句
を
詠
じ
て
つ
き
る
こ
と
が
な
い
。

　
　

一
事
一
事
に
情
を
厚
く
筋
を
通
し
て
民
を
た
す
け
て
や
り
、
巡
行
し
な
が
ら
道
す
が
ら
今
年
の
稲
の
豊
作
を
祈
る
の
で
あ
る
。

　
　

霊
験
あ
ら
た
か
な
神
社
で
は
長
老
の
神
官
が
不
思
議
な
話
を
語
っ
て
く
れ
、

　
　

歴
史
あ
る
寺
院
で
は
長
老
の
僧
が
奥
深
い
仏
教
の
教
義
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
　

巡
行
途
中
の
雨
を
過
ご
し
て
は
、
あ
ち
こ
ち
奔
走
し
て
国
府
の
倉
庫
を
修
繕
し
、

　
　

夕
暮
れ
の
靄
が
立
ち
込
め
る
ま
で
田
畑
を
調
査
し
て
記
録
す
る
。

　
　

冤
罪
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
牢
獄
の
囚
人
を
調
べ
、

　
　

悪
行
や
不
正
の
者
を
寛
容
の
心
を
持
っ
て
懲
罰
す
る
。



65

　
　

身
分
高
い
者
が
卑
し
く
弱
い
者
を
従
え
よ
う
と
し
て
は
い
な
い
か
と
憂
慮
し
、

　
　

独
り
身
の
貧
し
い
者
が
富
裕
で
権
勢
を
誇
る
者
に
し
い
た
げ
ら
れ
て
い
な
い
か
と
心
配
す
る
。

　
　

肉
を
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
貧
し
い
老
人
を
慰
問
し
、

　
　

身
よ
り
の
な
い
貧
窮
乏
者
に
救
助
の
手
を
憐
れ
み
手
を
さ
し
の
べ
る
。

　
　

襤
褸
を
纏
っ
た
人
の
い
る
家
の
門
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
主
人
に
（
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
困
窮
し
て
い
る
の
か
と
）
問
い
か
け
て
み
る
。

　
　

畑
で
耕
し
て
い
る
人
に
は
仲
間
は
い
る
の
か
と
尋
ね
て
み
る
。

　
　

子
供
た
ち
は
竹
馬
で
遊
ん
で
い
て
、
郭
伋
の
故
事
の
よ
う
に
国
司
が
来
た
か
ら
と
郊
外
ま
で
迎
え
る
こ
と
は
し
な
い
が
、

　
　

�

あ
か
ざ
の
杖
を
つ
く
隠
者
は
通
り
す
が
り
に
杖
を
上
げ
て
挨
拶
し
て
く
れ
る
。

　
　

天
が
感
応
し
て
鄭
弘
の
よ
う
に
白
鹿
が
つ
い
て
く
る
よ
う
な
こ
と
は
遂
に
な
い
け
れ
ど
、

　
　

私
の
国
内
の
評
判
は
幸
い
蒼
鷹
の
よ
う
な
冷
酷
な
酷
吏
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　
　

と
は
い
え
、
私
の
治
政
は
拙
い
の
で
、
名
声
は
墜
ち
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　

ど
う
し
て
私
の
事
績
が
上
が
っ
て
「
善
最
」
と
評
価
さ
れ
よ
う
か
、
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
。

　
　

馬
の
向
き
を
次
の
巡
察
地
に
む
け
て
旅
立
つ
時
、
朝
日
は
上
り
、

　
　

頭
巾
だ
け
は
郭
泰
よ
ろ
し
く
折
れ
て
宿
舎
に
帰
る
時
、
夕
暮
れ
の
雲
は
湧
き
お
こ
る
。

　
　

駅
亭
の
た
か
ど
の
の
上
で
は
時
を
告
げ
る
三
度
の
鐘
鼓
、

　
　

公
館
の
窓
の
う
ち
に
は
一
点
の
と
も
し
び
。

　
　

人
々
が
い
な
く
な
っ
て
ひ
と
り
静
か
に
座
っ
て
い
る
と
感
傷
的
に
な
っ
て
、

　
　

夜
更
け
に
ひ
と
り
臥
し
て
い
る
と
涙
の
湧
き
上
が
る
の
が
お
さ
え
ら
れ
な
い
。

　
　

こ
の
讃
州
に
き
て
半
年
、
私
は
「
清
」
と
「
慎
」
の
両
方
を
心
が
け
て
き
た
が
、

　
　

残
念
な
の
は
青
く
汚
れ
た
蠅
の
よ
う
な
輩
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。


